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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
2018年度

第１四半期連結
累計期間

2019年度
第１四半期連結

累計期間
2018年度

会計期間

自2018年
４月１日
至2018年
６月30日

自2019年
４月１日
至2019年
６月30日

自2018年
４月１日
至2019年
３月31日

売上高 （百万円） 643,041 661,420 2,620,316

経常利益 （百万円） 3,907 2,457 18,374

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（百万円） 2,575 2,627 11,963

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 4,309 870 11,273

純資産額 （百万円） 170,572 175,549 176,107

総資産額 （百万円） 720,581 726,361 710,940

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 45.07 45.99 209.39

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 23.7 24.2 24.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績

当第１四半期連結累計期間（2019年４月１日～６月30日）におきましては、消費者の節約志向・生活防衛意識

は依然として根強く、更には原材料価格の上昇や人手不足を背景とした物流費の上昇に加え、小売業の業態を超え

た競争が益々激化する中、当社は基盤である卸事業の生産性向上と共に、新たな事業領域の拡大を更に推進し、卸

事業と新規事業領域の最適なポートフォリオの形成を進めることで、収益の拡大に努めております。本年４月に

は、「組織・人事の集約」を実施致しました。これにより、カテゴリーの枠を超えた人材の流動化を進め、卸事業

における人材の適正配置、更には成長分野への経営資源のシフトを推進します。

また、新設した「ＳＣＭ統括」においては、営業とロジスティクスが連携し、業界全体が直面している物流費

高騰に対し、製・配・販で連携した物流与件の見直しや、他業種も含めた物流協業の実行スピードを上げ、コスト

削減に努めております。

加えて、昨年新設し着実に事業を拡大している「ブランド戦略本部」・「トレーディング本部」では、卸売の

強みである営業力や多様なチャネルを最大限に活用し、自社開発商品の更なる拡販、メーカーとマーケティング・

戦略等を共有したディストリビューター事業、及びトレーディング事業をより一層強化しております。

 

当第１四半期連結累計期間の売上高は6,614億20百万円（前年同期比2.9％増加）、営業利益は物流費等の販管

費の増加等により19億64百万円（前年同期比38.4％減少）、経常利益は24億57百万円（前年同期比37.1％減少）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は、固定資産売却に伴う特別利益の計上等により26億27百万円（前年同期比

2.0％増加）となりました。

 

品種別、業態別売上高の詳細は、次のとおりであります。

 

（品種別売上高明細表）

品種

前第１四半期連結累計期間

（自　2018年４月１日

　　至　2018年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自　2019年４月１日

　　至　2019年６月30日）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

缶詰・調味料類 68,815 10.7 69,786 10.6

麺・乾物類 38,717 6.0 38,771 5.9

嗜好品・飲料類 72,303 11.2 76,204 11.5

菓子類 74,801 11.6 77,647 11.7

冷凍食品類 130,238 20.3 135,793 20.5

チルド食品類 112,003 17.5 113,361 17.1

ビール類 61,101 9.5 62,694 9.5

その他酒類 50,918 7.9 52,527 8.0

その他 34,142 5.3 34,632 5.2

合計 643,041 100.0 661,420 100.0
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（業態別売上高明細表）

業態

前第１四半期連結累計期間

（自　2018年４月１日

　　至　2018年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自　2019年４月１日

　　至　2019年６月30日）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

卸売 54,418 8.5 58,997 8.9

ＳＭ 272,179 42.3 272,235 41.2

ＣＶＳ 210,165 32.7 214,866 32.5

ドラッグストア 30,205 4.7 37,151 5.6

ユーザー 15,852 2.5 16,024 2.4

その他直販 45,241 7.0 46,704 7.1

（直販計） 573,644 89.2 586,982 88.8

メーカー・他 14,979 2.3 15,440 2.3

合計 643,041 100.0 661,420 100.0

（注）１．ＳＭはスーパーマーケットであります。

２．ＣＶＳはコンビニエンスストアであります。

３．ユーザーは外食・中食・給食等消費者へ直接飲食サービスを提供する事業者であります。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの利益又は損失の算定方法を変更しており、以下の前

年同期間との比較については、前年同期間の数値を変更後の利益又は損失の算定方法により組替えた数値で比較

しております。報告セグメントの算定方法の変更の詳細につきましては「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸

表 注記事項（セグメント情報等） セグメント情報」の「３．報告セグメントの変更等に関する事項」をご覧く

ださい。

 

① 加工食品事業

売上高は、コンビニエンスストア、ドラッグストア等との取引が伸長したことや、嗜好品等が好調であった

こと等により増加いたしました。利益面につきましては、販管費の増加等により、前年同期を下回りました。

以上の結果、売上高は1,998億61百万円（前年同期比2.1％増加）、営業利益は1億54百万円（前年同期比

67.9％減少）となりました。

 

② 低温食品事業

　売上高は、コンビニエンスストア、ドラッグストア等との取引が堅調に推移したことや、市販用冷凍食品、ア

イスクリーム等が好調であったこと等により増加いたしました。利益面につきましては、物流コストの増加等の

影響により、前年同期を下回りました。

以上の結果、売上高は2,647億10百万円（前年同期比3.2％増加）、営業利益は13億90百万円（前年同期比

32.3％減少）となりました。

 

③ 酒類事業

売上高は、卸売、スーパーマーケット等との取引が伸長したことにより増加いたしました。利益面につきま

しては、販管費の削減等により、前年同期を上回りました。

以上の結果、売上高は1,190億99百万円（前年同期比2.8％増加）、営業利益は3億21百万円（前年同期比

3.5％増加）となりました。
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④ 菓子事業

売上高は、コンビニエンスストア、ドラッグストア等との取引が伸長したことや、スナック菓子等が好調で

あったこと等により増加いたしました。利益面につきましては、販管費の増加等により、前年同期を下回りまし

た。

以上の結果、売上高は771億36百万円（前年同期比3.9％増加）、営業利益は3億10百万円（前年同期比41.7％

減少）となりました。

 

(2) 財政状態

　当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産が154億20百万円増加、負債が

159億78百万円増加し、純資産が5億57百万円減少いたしました。

総資産及び負債の増加の主な要因は季節変動によるものであり、総資産においては「受取手形及び売掛金」が

132億67百万円増加し、負債においては「買掛金」が235億94百万円増加いたしました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結などはありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 140,000,000

計 140,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 58,125,490 58,125,490
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 58,125,490 58,125,490 ― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2019年4月1日～

2019年6月30日
－ 58,125,490 － 10,630 － 10,400

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日の「議決権の状況」については、株主名簿の内容が確認できないため、記載するこ

とができないことから、直前の基準日(2019年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

   （2019年６月30日現在）

 区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 987,800 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 57,111,400 571,114 同上

単元未満株式 普通株式 26,290 －
１単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数  58,125,490 － －

総株主の議決権  － 571,114 －

 (注)１. 「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式が、200株（議決権２個）

　　　　 含まれております。

　　 ２. 「単元未満株式」には当社所有の自己株式93株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    （2019年６月30日現在）

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

（株）

他人名義

所有株式数

（株）

所有株式数

の合計

（株）

発行済株式総

数に対する所

有株式数の割

合(％)

三菱食品株式会社
東京都大田区平和島

六丁目１番１号
987,800 － 987,800 1.70

計 ─ 987,800 － 987,800 1.70

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 351 437

受取手形及び売掛金 339,307 352,574

商品及び製品 68,826 71,384

原材料及び貯蔵品 649 767

短期貸付金 96,466 100,126

その他 61,830 60,700

貸倒引当金 △211 △209

流動資産合計 567,219 585,782

固定資産   

有形固定資産 76,085 74,219

無形固定資産   

のれん 2,235 2,160

その他 16,343 16,160

無形固定資産合計 18,578 18,321

投資その他の資産   

投資有価証券 25,810 23,120

その他 23,259 24,932

貸倒引当金 △13 △14

投資その他の資産合計 49,056 48,037

固定資産合計 143,721 140,579

資産合計 710,940 726,361

負債の部   

流動負債   

買掛金 450,317 473,911

引当金 2,286 58

その他 60,276 54,896

流動負債合計 512,880 528,867

固定負債   

役員退職慰労引当金 3 －

退職給付に係る負債 11,349 11,356

その他 10,600 10,587

固定負債合計 21,953 21,944

負債合計 534,833 550,812

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,630 10,630

資本剰余金 33,387 33,387

利益剰余金 127,356 128,555

自己株式 △2,559 △2,559

株主資本合計 168,815 170,014

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,377 5,632

繰延ヘッジ損益 △4 △36

為替換算調整勘定 △96 △97

退職給付に係る調整累計額 △78 △61

その他の包括利益累計額合計 7,197 5,436

非支配株主持分 94 98

純資産合計 176,107 175,549

負債純資産合計 710,940 726,361

 

EDINET提出書類

三菱食品株式会社(E02558)

四半期報告書

 9/16



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

売上高 643,041 661,420

売上原価 599,176 617,189

売上総利益 43,864 44,231

販売費及び一般管理費 40,675 42,266

営業利益 3,189 1,964

営業外収益   

受取利息 14 15

受取配当金 240 265

不動産賃貸料 309 309

その他 585 281

営業外収益合計 1,150 872

営業外費用   

支払利息 27 30

不動産賃貸費用 287 272

その他 117 75

営業外費用合計 432 379

経常利益 3,907 2,457

特別利益   

投資有価証券売却益 6 －

固定資産売却益 － 1,422

特別利益合計 6 1,422

特別損失   

減損損失 315 15

特別損失合計 315 15

税金等調整前四半期純利益 3,598 3,865

法人税、住民税及び事業税 135 136

法人税等調整額 881 1,096

法人税等合計 1,017 1,233

四半期純利益 2,581 2,631

非支配株主に帰属する四半期純利益 6 3

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,575 2,627
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

四半期純利益 2,581 2,631

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,731 △1,744

繰延ヘッジ損益 0 △32

為替換算調整勘定 △0 3

退職給付に係る調整額 32 16

持分法適用会社に対する持分相当額 △35 △3

その他の包括利益合計 1,728 △1,760

四半期包括利益 4,309 870

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 4,303 867

非支配株主に係る四半期包括利益 6 3
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【注記事項】

 

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

　次の関係会社等について、金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2019年６月30日）

RETAIL SUPPORT(THAILAND)CO.,LTD. 286百万円 287百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年６月30日）

減価償却費 1,741百万円 2,190百万円

のれん償却額 75 74

 

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日

2018年６月25日

定時株主総会
普通株式 1,428 利益剰余金 25.00 2018年３月31日 2018年６月26日

 

当第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日

2019年６月24日

定時株主総会
普通株式 1,428 利益剰余金 25.00 2019年３月31日 2019年６月25日

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）
調整額

四半期連結

損益計算書

計上額
 

加工食品

事業

低温食品

事業
酒類事業 菓子事業 計

売上高         

外部顧客への売上高 195,787 256,560 115,911 74,210 642,470 571 － 643,041

セグメント間の内部売上

高又は振替高
126 － 1 1 129 2,433 △2,562 －

計 195,913 256,560 115,912 74,212 642,599 3,004 △2,562 643,041

セグメント利益 480 2,052 310 532 3,376 87 △274 3,189

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流事業等を含んでおります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

利益 金額

報告セグメント計 3,376

「その他」の区分の利益 87

のれんの償却額 △74

全社費用 △199

四半期連結損益計算書の営業利益 3,189

 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）
調整額

四半期連結

損益計算書

計上額
 

加工食品

事業

低温食品

事業
酒類事業 菓子事業 計

売上高         

外部顧客への売上高 199,861 264,710 119,099 77,136 660,809 611 － 661,420

セグメント間の内部売上

高又は振替高
128 － 18 1 148 2,421 △2,569 －

計 199,990 264,710 119,118 77,138 660,958 3,032 △2,569 661,420

セグメント利益 154 1,390 321 310 2,176 71 △283 1,964

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

利益 金額

報告セグメント計 2,176

「その他」の区分の利益 71

のれんの償却額 △74

全社費用 △208

四半期連結損益計算書の営業利益 1,964

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントごとの業績をより適正に評価管理するために、当社の共

通コストの配賦方法を見直し、事業セグメントの利益又は損失の算定方法の変更を行っております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の利益又は損失の算定方法により

作成したものを記載しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

１株当たり四半期純利益 45円07銭 45円99銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
2,575 2,627

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（百万円）
2,575 2,627

普通株式の期中平均株式数（株） 57,137,706 57,137,531

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 2019年８月９日

 

三 菱 食 品 株 式 会 社  

取 締 役 会 御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 峯　　　　　敬　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂　上　藤　継　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三菱食品株式

会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019年６

月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三菱食品株式会社及び連結子会社の2019年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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